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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

昨
年
は
、
僕
に
と
っ
て
十
回
目
の
チ
ャ

　

レ
ン
ジ
と
な
る
東
回
り
単
独
世
界
一
周
か

　

ら
戻
り
、
秋
に
は
「
芦
屋
市
民
文
化
賞
」
を

　

い
た
だ
く
な
ど
、
私
に
と
っ
て
一
つ
の
節

　

目
と
な
る
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

私
は
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪
育
ち
で
す
が
、

　

関
大
の
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
、
同
校

　

ヨ
ッ
ト
部
に
入
部
し
て
以
来
、
芦
屋
と
の

　

関
わ
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　

高
校
時
代
の
メ
イ
ン
の
練
習
場
は
西
宮

　

で
し
た
が
、
ハ
ー
バ
ー
か
ら
出
れ
ば
す
ぐ

　

に
芦
屋
沖
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
私
に
と
っ

　

て
芦
屋
は
青
春
時
代
か
ら
の
懐
か
し
い
場

　

所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
思
い

　

出
の
場
所
で
あ
る
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
に

　

一
九
八
〇
年
以
来
住
ん
で
い
ま
す
が
、
今

　

で
も
よ
く
西
宮
の
住
民
だ
と
間
違
わ
れ
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
西
宮
市
に
は
た
っ
た

　

の
一
日
も
住
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
に
ね
。

　
　

一
九
八
〇
年
と
い
え
ば
、
北
極
を
通
る

　

縦
回
り
世
界
一
周
に
、
三
度
目
の
航
海
を

　

し
て
い
た
年
で
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
、
芦

　

屋
か
ら
の
航
海
は
、
そ
の
後
七
・
五
回
続

　

け
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

震
災
の
と
き
も
芦
屋
に
い
ま
し
た
。
自

宅
は
二
十
九
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、
揺
れ
も

大
き
く
家
具
な
ど
も
転
倒
し
ま
し
た
が
、
最

低
限
の
安
全
を
確
認
し
た
途
端
、
西
宮
の
ハ

ー
バ
ー
に
泊
め
て
あ
る
ヨ
ッ
ト
が
無
事
か
ど

う
か
と
気
に
な
り
、
や
お
ら
双
眼
鏡
で
見
る

と
、
私
の
ヨ
ッ
ト
の
帆
柱
が
す
っ
く
と
立
っ

て
い
た
の
で
「
や
れ
や
れ
」
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
ッ

ト
仲
間
が
心
配
し
て
く
れ
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
で
宮
川
河
口
ま
で
救
援
物
資
を
届
け
て
く

れ
た
り
、
そ
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
大
阪
へ

買
い
物
に
出
か
け
た
り
で
き
、
ヨ
ッ
ト
仲
間

の
あ
り
が
た
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
と
い
う
立
地
に
住
ん
で
い
て

大
変
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
私
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

一
九
六
二
年
の
初
航
海
で
は
、
六
分
儀
で
太

陽
や
星
を
計
測
し
な
が
ら
自
分
の
位
置
を
確

認
し
、
航
海
中
の
情
報
源
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を

聞
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
九
八

五
年
以
降
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
航
海
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
昨
年
の
航
海
で
は
兵
庫
県
ほ

か
の
六
小
学
校
の
生
徒
た
ち
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
メ
ー
ル
交
信
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
小
学
生
が
質
問
し
て

く
る
の
は
、
私
が
何
を
食
べ
て
い
る
か
と
か
、

珍
し
い
生
き
物
に
出
会
っ
た
か
と
か
、
過
去

の
航
海
と
今
回
の
航
海
と
ど
こ
が
違
う
の
か

と
か
、
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。

　

明
石
の
小
学
校
で
は
、
私
が
見
て
い
る
南

太
平
洋
の
星
空
と
同
じ
空
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
映
し
出
し
て
い
る
ら
し
く
て
「
同
じ
星

が
見
え
て
い
ま
す
か
」
な
ん
て
い

う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
ね
、

南
半
球
と
い
う
の
は
北
極
星
が
見

え
ま
せ
ん
か
ら
、
星
の
位
置
を
確

認
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
も
の

で
す
よ
。

　

昨
年
の
航
海
は
東
回
り
で
も
あ

り
、
追
い
風
に
も
乗
れ
る
の
で
航

行
距
離
は
長
く
て
も
時
間
は
一
カ

月
ほ
ど
短
く
て
す
み
、
向
い
風
の

西
回
り
に
比
べ
る
と
こ
れ
ま
で
で

最
も
ス
ム
ー
ズ
な
航
海
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
南
米
の
南
端

は
西
風
が
強
く
、
難
所
と
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
気
は
ぬ
け
ま
せ
ん
。

私
が
航
海
を
計
画
す
る
と
き
は
、

い
つ
も
設
計
か
ら
始
め
る
の
で
す

が
、
や
は
り
西
回
り
と
東
回
り
で

は
準
備
す
る
も
の
も
違
い
ま
す
。

　

体
力
的
に
最
も
困
難
だ
っ
た
の

は
、
私
が
五
〇
歳
代
だ
っ
た
一
九
九
三
年
に

百
十
一
日
間
を
か
け
ハ
ワ
イ
か
ら
沖
縄
ま
で

を
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
単
独

太
平
洋
横
断
で
す
が
、
西
回
り
の
単
独
無
寄

航
横
断
は
日
本
人
で
は
ほ
か
に
誰
も
や
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
位
、
西
回
り
の
単
独
無
寄

港
世
界
一
周
の
方
が
難
度
が
高
い
と
い
え
ま

す
。

　

今
後
も
、
よ
り
高
い
目
標
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
私
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
い
つ
も
う
ま
く
い

く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
た
び
に
実
に

い
ろ
ん
な
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。
私

は
生
涯
を
か
け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
続
け
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

●
堀
江
謙
一
（
ほ
り
え　

け
ん
い
ち
）
氏

　

海
洋
冒
険
家
。
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
。

　

昭
和
三
十
七
年
に
単
独
無
寄
港
太
平
洋
横

　

断
に
成
功
。
そ
の
後
、
西
回
り
や
縦
回
り

　

単
独
無
寄
港
世
界
一
周
な
ど
数
々
の
偉
業

　

を
成
し
遂
げ
る
。
ま
た
平
成
十
七
年
に
は

　

六
十
六
歳
で
東
回
り
単
独
無
寄
港
世
界
一

　

周
を
達
成
、
世
界
で
二
人
目
の
東
西
両
回

　

り
で
の
単
独
無
寄
港
世
界
一
周
と
い
う
快

　

挙
を
達
成
。
こ
れ
ら
の
偉
業
は
、
国
内
に

　

と
ど
ま
ら
ず
世
界
の
青
少
年
に
夢
と
感
動

　

を
与
え
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
大
き

　

く
貢
献
。
高
浜
町
在
住
。　

平
成
十
七
年

　

「
芦
屋
市
民
文
化
賞
」
受
賞
。

　

「
さ
な
が
ら
此
処
も 
金 
の
嶺
の
、

こ
が
ね

　
　

光
も
輝
く
千
本
の
桜
、

　
　

栄
ゆ
く
春
こ
そ
久
し
け
れ
」（
嵐
山
）

　

「
老
木
も
若
緑
、
立
つ
や
若
竹
の
、

　
　

親
子
の
睦
み
、
ま
た
は
兄
弟
、

　

彼
と
云
い
此
と
云
い
、

　
　

何
れ
も
何
れ
も
睦
ま
し
く
、

　

親
子
兄
弟
と
栄
う
る
事
も

　
　

こ
れ
幸
行
を
守
り
給
ふ
…
」（ 
春

栄 
）

し
ゅ
ん
え
い

　　

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
謡
曲
の
一
節
で
す
。

　　
　

老
松
の
絵
の
他
は
無
背
景
、
無
装
置
の

　

能
楽
堂
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
能
は
、
常

　

に
観
客
に
想
像
を
う
な
が
し
錯
覚
を
起
こ

　

さ
せ
ま
す
。
観
る
人
の
感
覚
と
舞
台
上
の

　

演
技
が
う
ま
く
合
致
し
た
時
に
、
大
き
な

　

感
動
が
胸
を
打
ち
ま
す
。
平
成
元
年
秋
、

　

発
足
し
た
「
芦
屋
能
・
狂
言
鑑
賞
の
会
」　

　

は
震
災
二
年
後
多
く
の
能
楽
フ
ァ
ン
の
声

　

に
応
え
、
平
成
九
年
「
芦
屋
復
興
祈
願
能
」

と
し
て
超
満
員
の
観
客
の
も
と
で
再
開
で
き

ま
し
た
。

　

能
は
創
始
者
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
と
い
う

室
町
期
の
天
才
作
家
が
創
っ
た
仮
面
歌
舞
劇

で
六
百
数
十
年
経
っ
た
今
に
息
づ
け
る
の
は
、

内
容
の
豊
か
さ
と
文
章
の
美
し
さ
、
能
装
束

の
華
麗
さ
、
気
迫
に
満
ち
た 
囃
子 
の
音
色
等

は
や
し

の
魅
力
が
あ
り
、
日
常
を
忘
れ
た
優
雅
な
時

空
間
が
、
緑
豊
か
で
静
閑
な
街
並
み
を
〝
我

が
町
芦
屋
〟
と
し
て
愛
し
育
て
て
き
た
市
民

に
共
感
を
呼
び
、
晩
秋
の
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

能
は
神
、
天
上
人
、
主
に
源
平
の
武
将
、

幽
玄
の
世
界
の
美
女
、
演
劇
性
の
高
い
母
物

や
現
在
物
、
異
次
元
の
鬼
畜
物
等
、
五
番
立

の
種
別
に
分
か
れ
観
世
流
で
は
約
二
百
十
曲

あ
り
、
芦
屋
に 
縁 
の
あ
る 
鵺 
、 

求

塚 
、
業
平

ゆ
か
り 

ぬ
え 

も
と
め
づ
か

者
な
ど
数
曲
あ
り
ま
す
。
現
在
観
世
流
で
は

廃
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
「 
藤
栄 
」
も
、
月
若

と
う
え
い

町
の
豪
族
の
家
に
ま
つ
わ
る
劇
的
な
作
品
で

す
。
有
名
な
歌
人
在
原
業
平
・ 
行
平 
の
父
は

ゆ
き
ひ
ら

阿
保
親
王
で
、
親
王
塚
古
墳
が
当
地
に
あ
り
、

ま
た
市
内
に
は
業
平
町
を
は
じ
め
、
公
光
町
、

親
王
塚
町
、
月
若
町
、
打
出
小
槌
町
等
、
中

世
を
感
じ
さ
せ
る
由
緒
あ
る
縁
起
の
よ
い
町

名
が
あ
り
、
謡
曲
に
も
出
て
ま
い
り
ま
す
。

古
来
よ
り
芦
屋 
人 
は
、
山
、
川
、
海
と
恵
ま

び
と

れ
た
環
境
の
中
で
、
歴
史
を
大
切
に
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。

　

二
〇
〇
二
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
第
一
回
世
界

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
能
楽
」
は
古
典
演
劇

で
す
が
、
そ
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
常

に
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
新
鮮
な
感
性
を
持
ち
、

観
る
人
に
魅
力
と
感
動
を
呼
び
起
こ
す
芦
屋

能
と
し
て
、
世
阿
弥
の
言
葉
「 
衆

人

愛

敬
 」

し
ゅ
う
に
ん
あ
い
き
ょ
う

の
心
を
大
切
に
今
後
も
優
れ
た
一
流
演
者
を

迎
え
、
広
く
一
般
の
か
た
が
た
に
能
・
狂
言

の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
き
た
く
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
御
題
「
笑
み
」

　

「
一
度
に
ど
っ
と
、
手
を
打
ち
笑
っ
て

　
 

三
笑
の
昔
と
、
な
り
に
け
り
」
（ 
三

笑 
）

さ
ん
し
ょ
う

　

新
し
き
年
の
幕
開
け
、
皆
さ
ま
健
康
で
、

明
る
く
笑
顔
で
過
ご
せ
る
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、 

千
秋
萬
成 
を
祝
し

せ
ん
し
ゅ
う
ば
ん
せ
い

「 
齢 
を
延
ぶ
る　

め
で
た
さ
よ
」
（ 
枕
慈
童 
）

よ
わ
い 

ま
く
ら
じ
ど
う

●
長
山

三
郎（
な
が
や
ま  
れ
い
ざ
ぶ
ろ
う
）氏

　

観
世
流
能
楽
師
。
昭
和
十
八
年
一
月
、
東

　

京
新
宿
区
生
ま
れ
。　

祖
父
、
父
、
伯
父
と

　

も
能
楽
師
シ
テ
方
。
昭
和
三
十
年
、
十
二

　

歳
で
先
代
観
世
喜
之
師
の
内
弟
子
入
門
。

　

十
二
年
間
修
業
後
独
立
。
以
後
、
故
八
世

　

観
世
銕
之
亟
師
に
三
十
一
年
間
芸
事
指
導

　

を
受
け
、
今
日
に
至
る
。

　
　

昭
和
四
十
九
年
よ
り
毎
秋
「
能
・
狂
言

　

鑑
賞
の
会
」（
自
主
公
演
）
を
能
楽
堂
で
主

　

宰
。
昭
和
五
十
一
年
「
世
阿
弥
座
」
を
組

　

み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
カ
国
で
の
公
演
に
参

　

加
。
昭
和
六
十
一
年
、
重
要
無
形
文
化
財

　

（
指
定
）
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。

　
　

昭
和
五
十
七
年
・
平
成
三
年
・
同
七
年

　

と
、
三
度
「
大
阪
文
化
祭
本
賞
」
を
受
賞
。

　
　

平
成
十
七
年
「
芦
屋
市
民
文
化
賞
」
受
賞
。

　

東
西
の
舞
台
活
動
と
素
人
会
員
の
指
導
に

　

あ
た
り
、
現
在
に
至
る
。
三
条
南
町
在
住
。

進捗状況の
お知らせ

精道小学校第２期工事(普通教室棟)に着手しました 問い合わせ　教育委員会施設課　 38-2086

　１期・特別教室棟の工事は、当初の予定どおり昨年11月20日に完成、別棟は10月22日に完成し、それぞれ引っ越しを完了しました。

２期工事（普通教室棟）については、昨年の11月24日に旧校舎の解体に着手しています。今後の予定では、１月21日までに解体を終え、

９月中旬には普通教室棟を完成させることになっています。

　アスベストについては、２期工事範囲に非飛散性アスベスト含有建材（ビニール床タイル、石綿スレート）がありましたので、国の処理

基準等に従い、12月３日（土）・４日（日）の学校休業日に撤去しました。

◆
◇
◆
「
芦
屋
の
人
」
◆
◇
◆
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
◆
◇
◆

能「屋島」大事／長山 三郎氏(中央)

平成17年「芦屋能・狂言鑑賞の会」

(ルナ・ホール)より

新西宮ヨットハーバーで／堀江謙一氏　　撮影・桑田敬二(ハナヤ勘兵衛)

完成新校舎内の特別教室・家庭科室 １期工事で完成した新校舎・別棟
１期工事で完成した新校舎完成新校舎内の特別教室・理科室




